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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、AMP活性化プロテインキナーゼ（AMPK）の調節サブユニットです。AMPKは、α触媒サブユニットと非触媒βおよびγサブユニットからなるヘテロ三量体です。AMPKは、細胞のエネルギー状態を監視する重要なエネルギー感知酵素です。細胞の代謝ストレスに応答してAMPKは活性化され、脂肪酸とコレステロールのde novo生合成の調節に関与する重要な酵素であるアセチルCoAカルボキシラーゼ（ACC）とβ-ヒドロキシβ-メチルグルタリルCoA還元酵素（HMGCR）をリン酸化して不活性化します。このサブユニットはAMPKのγ調節サブユニットの1つです。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：AMPKは、アセチルCoAカルボキシラーゼのリン酸化による脂肪酸合成の調節を担っています。また、ヒドロキシメチルグルタリルCoA還元酵素およびホルモン感受性リパーゼのリン酸化および不活性化を介してコレステロール合成を制御する。これは調節サブユニットである。,類似性：5'-AMP活性化プロテインキナーゼγサブユニットファミリーに属する。,類似性：4つのCBSドメインを含む。,サブユニット：α触媒サブユニット、β非触媒調節サブユニット、γ非触媒調節サブユニットからなるヘテロ三量体。FNIP1およびFNIP2と相互作用する。,
	研究分野
	インスリン受容体; AMPK
	画像データ
	

	PRKAG1/2/3抗体を用いた293細胞およびJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PRKAG1/2/3 抗体を使用した 293 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	AMPKγ1/2/3 ポリクローナル抗体を使用した 293 細胞のウエスタン ブロット解析。

